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傍聴にお越しください
○会議はいずれも午前10時から
  （9月19日の議会運営委員会のみ午後１時30分から）

○定員は40人、議案書を10冊用意しています。
日程は変更する場合があります。直前にお電話などでご確認ください。

●本会議　 9 月 11日（火）・12日（水）・13日（木）
　　　　　 14日（金）・ 10月5日（金）
●委員会（別室で音声のみ）
【議 会 運 営 委 員 会】 9 月 5 日 （水）・19日（水）
【事業厚生常任委員会】 9 月19日（水）
【総務文教常任委員会】 9 月20日（木）
【決算審査特別委員会】 9 月26日（水）・27日（木）・
　　　　　　　　　　　28日（金）・10月 1 日（月）

▲普通救命講習を受ける議員たち ▲七夕祭り（煉瓦館）

■ 住民のみなさまから写真募集をいたします。（詳細は12ページ）

6月定例会

▼中央小学校の運動会



6 月 定 例 会6 月 定 例 会6 月 定 例 会
　平成24年6月定例会は、6月13日（水）に開会、6月27日（水）に閉会しました。
　この議会では、町長提案12件、議員提案2件、請願1件を可決しました。
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「防災・減災ニューディール」による社会基盤再構築を求める意見書
　首都直下地震などが懸念される中、防災上の観点から社会インフラの老朽化対策が急務となってい
る。一方、景気・雇用は極めて厳しい状況が続いており、需要の創出策が必要である。そこで、社会インフラ
の再構築などは、雇用創出のための公共事業として潜在的需要が高いと考える。よって、安全・安心な社会基
盤を再構築するため、経済の活性化や雇用創出に資する防災・減災対策としての公共事業を緊急かつ集中的に
行うことを強く要望する。

再生可能エネルギーの導入促進に向けた環境整備を求める意見書
　本年7月1日より再生可能エネルギーの固定価格買取制度がスタートする
が、導入促進に向けての環境整備が不十分である。よって、再生可能エネル
ギーの導入促進と実効性ある買取制度に向け、投資促進減税などの拡充や買
取価格・期間設定において設定ルールを明確化するなど十分な環境整備を図
るよう強く要望する。

　事業厚生常任委員会の行政視察として、「学童保育」事業の調査に、
和歌山県岩出市に行って来ました。
　岩出市は「学童保育」事業を、シルバー人材センターに委託をして
おり、女性指導員を中心に運営を行っています。
　熊取町は「子育て」という視点から、福祉部局が担当。一方、岩出
市は「教育」という考えから、教育委員会が担当。
この点が、大きな違いでありました。
　今回の視察は、議員だけではなく、町長部局の職員3名も参加をして
くれました。議会議員ともども、大いに刺激を受けることができました。

意見書を採択 次の意見書を全会一致で可決し、政府など関係機関に提出しました。

　平成24年5月21日議員控室における町職員からの議会質問関連情報聴取中に不適切な言動があったこ
とに関し、藤本議員は町長に謝罪文を提出しました。

事業厚生常任委員会行政視察事業厚生常任委員会行政視察７月５日

税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
専
決
処
分

報
告

（
全
会
一
致
）

平
成
23
年
度
熊
取
町
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
5
号
）
の
専

決
処
分
報
告
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
）

平
成
23
年
度
熊
取
町
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
7

号
）の
申
告
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
）

監
査
委
員
の
選
任
同
意

に
つ
い
て

（
全
会
一
致
）

　第
１
回
臨
時
会
は
、
5
月
14
日（
月
）に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

町長からの申し入れについて　町職員に対する不適切な対応についての謝罪文
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議員の態度表明（○賛成×反対△退場）

備考：（共産）日本共産党熊取町会議員団、（新政）新政クラブ、（一新）一新の会、（公明）熊取公明党、（龍馬）泉州龍馬の会

中西町長に「大阪地裁の談合に対する損
害賠償請求判決」を尊重した姿勢を求め
る決議

議
員
名

会
派

6月定例会審議案件

× × ○ ○ ○ × × × × × ○ ○○

服部 佐古 藤本 鱧谷 江川 矢野重光 渡辺 奥野田中 白間 坂上

新政 一新 龍馬 共産 龍馬共産 公明 公明 龍馬一新 新政 新政 共産

鈴木
議長

態度が分かれたもののみ表示（議長は、賛否同数の時のみ表明し、議案の成否を決定します）

■日本共産党〈鱧谷陽子・江川慶子〉

　町営大原住宅第2期工事の談合容疑で逮捕、起訴された4

人の刑事判決において、熊取建設業協同組合幹部と組合企

業が「長年にわたって計画的、常習的に談合を繰り返して

きた」と記載されている。談合発覚から5年間、住民は血

税を取り戻すべく戦っている。熊取町は22年間にわたっ

て、談合の被害にあっていた。その金額は今回の裁判結果

（約5億5千万円）の4倍の約20数億円になる。刑事判決

が出た時点で、町長は損害回復と信頼回復にとりくむべき

であった。今回の裁判の結果を真摯に受けとめ、失われた

町民の利益を回復する立場に立って、住民との信頼回復を

はかられたい。

■泉州龍馬の会〈重光俊則〉

　この度の大阪地裁の「熊取町は、相手方らに対して損害

賛　成　討　論

■決議文（動議）の審議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　下記の動議が提出され、自由討議による活発な議論の末、採決を行ったところ可否同数（6対6）となり、議長裁定に
よって否決となりました。
　　○中西町長に「大阪地裁の談合に対する損害賠償請求判決」を尊重した姿勢を求める決議
　　　〈提出者：坂上巳生男　　賛成者：重光俊則，奥野博通，江川慶子，鱧谷陽子，藤本　龍〉
　　○提案理由
　　　　6月8日の大阪地裁判決における「損害賠償請求事件判決」によって、町営大原住宅第2期工事談合以前の本町

公共工事において、恒常的談合が繰り返され、多額の損失が発生したことが認定された。よって、本判決に基づ
く損害回復実現に向け、熊取町議会として熊取町長に対し、真摯な態度表明と実行を求めるため、本決議案を提
出する。

損害賠償決議文の提案と討論

賠償請求権の行使を違法に怠っているといわざるを得な

い」という判決は非常に重要なものである。本日の討議

で、この談合事件の被害者は熊取町と住民であるというこ

とは議員全員が認識している。

　熊取町長は、損害額が確定したら直ちに損害賠償請求す

るとの声明を出しているが、これまでの裁判での町の立場

は、「談合については不知（わからない）」、「損害金額

の算出は難しい」、「関連業者は零細企業なので配慮が必

要」など、どちらかと言えば加害者側に立った対応をして

きた。

　これから控訴審が始まるが、熊取町長はこの度の大阪地

裁判決を真摯に受け止め、住民の利益を守る立場に立つこ

とを議会において明確に宣言するとともに、是非とも実行

していただきたい。

■泉州龍馬の会〈藤本　龍・重光俊則〉

　町政では住民の方々から税を頂きそれを公共の福祉を実現

するために運用されている。町政のチェック機関が議会であ

り、議会の審議過程をインターネット中継で公開することは

アカウンタビリティー（説明責任）の履行である。

インターネット中継について総論賛成、各論反対の議員もお

られるが、設備投資に関しては、町がアカウンタビリティー

のインフラ投資を怠っていただけのことである。地方分権が

叫ばれ益々地方議会の重要性が増してきており、インター

議会のインターネット中継－賛成討論

ネット中継によりその審議過程をガラス張りにしアカウンタ

ビリティーの履行を積極的に進めて行くことが重要である。

　近隣市町村では泉南市、岸和田市、貝塚市、泉佐野市、

泉大津市がインターネット中継

を既に実施している。議会基本

条例制定等、開かれた議会を先

導してきた本町は、早期にイン

ターネット中継の実施を始める

べきである。
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一
般
質
問

定
例
会
に
お
い
て
各
議
員
が
行
う
町
政
全
般
に
関
す
る
質
問
で
す
。

認
。
今
後
、
消
防
本
部
や
組

織
、
消
防
団
や
防
災
国
民
保

護
部
局
と
の
連
携
を
策
定
し

た
「
広
域
消
防
運
営
計
画
」、

「
組
合
規
約
」
等
を
協
議
。

９
月
町
議
会
で
議
決
後
、
府

に
許
可
を
う
け
年
度
末
ま
で

に
「
消
防
組
合
」
設
立
予
定
。

　
　聴
覚
障
が
い
者
に
対
す

る
手
話
サ
ー
ビ
ス
の
状
況
は
。

　
　府
の
聴
力
障
が
い
者
協

会
か
ら
手
話
通
訳
者
の
派
遣

を
行
っ
て
い
る
。
４
月
か
ら

町
福
祉
課
に
手
話
通
訳
者
１

名
を
配
置
。
専
門
的
な
技
術

習
得
の
た
め
社
協
に
よ
る
奉

仕
員
養
成
講
座
の
開
設
。

　
　若
者
が
、
気
軽
に
集
え

楽
し
め
る
場
所
を
。

　
　ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー

ク
や
壁
打
ち
テ
ニ
ス
等
の
施

設
需
要
と
適
切
な
場
所
、
騒

音
等
の
環
境
対
策
、
事
故
に

対
す
る
安
全
の
確
保
な
ど
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
「
（
仮

称
）
え
い
ら
く
公
園
」
の
一

つ
の
案
と
し
て
協
議
検
討
を

始
め
て
い
き
た
い
。

　
　泉
州
南
ブ
ロ
ッ
ク
（
泉

佐
野
市
・
泉
南
市
・
阪
南
市
・

熊
取
町
・
田
尻
町
・
岬
町
）

の
お
よ
そ
人
口
30
万
規
模
の

消
防
の
広
域
化
が
す
す
め
ら

れ
て
い
る
。
状
況
は
。

　
　３
市
３
町
で
作
業
部
会
、

幹
事
会
、
各
首
長
参
加
の
協

議
会
を
開
催
。
初
期
費
用
・

負
担
割
合
・
消
防
救
急
無
線

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
協
議
し
承

腕
野

　幸
博

江
川

　慶
子

消
防
の
広
域
化
の
状
況
・
手
話
サ
ー
ビ
ス
、

若
者
が
気
軽
に
集
え
る
場
所
を
！

消
防
広
域
化
の
進
捗
状
況

手
話
サ
ー
ビ
ス

若
も
の
む
け
事
業

問答

問答問答

消防ポンプ車

はしご自動車

科学消防車

救 急 車

救助工作車

指 揮 車

特 殊 車 両

消 防 隊 員

はしご 隊 員

科学消防車

救 急 隊 員

救 助 隊 員

指 揮 隊 員

通 信 員

そ の 他

車 両 等

警防要員

予防要員

庶務要員

合計

消防力の整備指針に基づく比較表
H21年度実態調査に基づく

熊取町単独 泉州みなみブロック　換算
基準数 現有数 不足数 充足率 基準数 現有数 不足数 充足率
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な
取
り
組
み
と
し
て
「
高
齢

者
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援

事
業
」
と
し
て
、
７
月
１
日

よ
り
、
「
ひ
ま
わ
り
バ
ス
無

料
定
期
乗
車
券
」
の
交
付
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　　
　路
側
帯
の
拡
幅
や
カ

ラ
ー
化
、
歩
車
分
離
信
号
な

ど
、
交
通
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全
施
設
の
整
備

を
ど
う
す
す
め
る
の
か
。
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よ
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の

設
置
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行
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い
る
。
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成
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ひ

や
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マ
ッ
プ
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作
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行

い
、
危
険
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所
の
巡
回
点
検

と
対
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行
っ
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き
た
。
町

道
西
之
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（
青
葉
台
）
に
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い
て
路
側
帯
の
カ
ラ
ー
化
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予
定
し
て
い
る
。

　通
学
路
に
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い
て
は
住
民
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声
を
反
映
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た
、
効
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的
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め
た
い
。
整
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今
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検
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。
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対
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し
て
い
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が
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発
達
相
談
の
増
加
に

対
応
で
き
て
い
る
か
。

　
　平
成
22
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ま
で
は
、
発

達
相
談
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名
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カ
ウ
ン
セ

ラ
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３
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だ
っ
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が
、
需
要

の
高
ま
り
か
ら
23
年
よ
り
各

２
名
の
配
置
に
し
た
。
こ
ど

も
家
庭
グ
ル
ー
プ
と
し
て
も

正
職
２
名
を
増
員
し
、
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制

強
化
に
努
め
て
い
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　全
国
的
に
交
通
事
故
は
、

こ
こ
数
年
大
幅
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減
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し
て

い
る
。
熊
取
町
で
も
２
０
０

５
年
の
３
０
１
件
か
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減
り

続
け
、
昨
年
の
事
故
件
数
は

１
６
０
件
。
死
亡
事
故
は
ゼ

ロ
で
あ
っ
た
が
、
１
８
８
人

が
負
傷
し
、
19
人
が
重
傷

だ
っ
た
。
現
状
を
ど
う
認
識

し
て
い
る
か
。

　
　事
故
件
数
を
人
口
４
万

５
千
人
に
対
す
る
比
率
に
直

す
と
０
・
36
％
に
な
る
。
こ

れ
は
全
国
の
０
・
54
％
、
大

阪
府
の
０
・
55
％
と
比
較
し

て
も
低
い
が
、
事
故
を
な
く

す
努
力
は
必
要
だ
と
考
え
て

お
り
、
熊
取
町
「
交
通
事
故

を
な
く
す
運
動
」
推
進
本
部

に
よ
り
、
交
通
安
全
教
室
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　ま
た
、
全
国
的
な
傾
向
と

同
様
、
本
町
に
お
い
て
も
高

齢
者
の
事
故
比
率
が
高
ま
っ

て
き
て
お
り
、
本
町
の
新
た

腕
野

　幸
博

坂
上

　巳
生
男

問

問答

答

問答

交
通
安
全
施
設
の
整
備

発
達
相
談
の
増
加
へ
の
対
応

交
通
事
故
の
現
状
は
ど
う
か

問

　交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
ど
う
進
め
る
の
か

答

　通
学
路
に
つ
い
て
は
、「
住
民
の
声
を
反
映
し

　
　た
」
効
果
的
な
整
備
を
進
め
た
い
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議員の態度表明（○賛成×反対△退場）

備考：（共産）日本共産党熊取町会議員団、（新政）新政クラブ、（一新）一新の会、（公明）熊取公明党、（龍馬）泉州龍馬の会

中西町長に「大阪地裁の談合に対する損
害賠償請求判決」を尊重した姿勢を求め
る決議

議
員
名

会
派

6月定例会審議案件

× × ○ ○ ○ × × × × × ○ ○○

服部 佐古 藤本 鱧谷 江川 矢野重光 渡辺 奥野田中 白間 坂上

新政 一新 龍馬 共産 龍馬共産 公明 公明 龍馬一新 新政 新政 共産

鈴木
議長

態度が分かれたもののみ表示（議長は、賛否同数の時のみ表明し、議案の成否を決定します）

■日本共産党〈鱧谷陽子・江川慶子〉

　町営大原住宅第2期工事の談合容疑で逮捕、起訴された4

人の刑事判決において、熊取建設業協同組合幹部と組合企

業が「長年にわたって計画的、常習的に談合を繰り返して

きた」と記載されている。談合発覚から5年間、住民は血

税を取り戻すべく戦っている。熊取町は22年間にわたっ

て、談合の被害にあっていた。その金額は今回の裁判結果

（約5億5千万円）の4倍の約20数億円になる。刑事判決

が出た時点で、町長は損害回復と信頼回復にとりくむべき

であった。今回の裁判の結果を真摯に受けとめ、失われた

町民の利益を回復する立場に立って、住民との信頼回復を

はかられたい。

■泉州龍馬の会〈重光俊則〉

　この度の大阪地裁の「熊取町は、相手方らに対して損害

賛　成　討　論

■決議文（動議）の審議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　下記の動議が提出され、自由討議による活発な議論の末、採決を行ったところ可否同数（6対6）となり、議長裁定に
よって否決となりました。
　　○中西町長に「大阪地裁の談合に対する損害賠償請求判決」を尊重した姿勢を求める決議
　　　〈提出者：坂上巳生男　　賛成者：重光俊則，奥野博通，江川慶子，鱧谷陽子，藤本　龍〉
　　○提案理由
　　　　6月8日の大阪地裁判決における「損害賠償請求事件判決」によって、町営大原住宅第2期工事談合以前の本町

公共工事において、恒常的談合が繰り返され、多額の損失が発生したことが認定された。よって、本判決に基づ
く損害回復実現に向け、熊取町議会として熊取町長に対し、真摯な態度表明と実行を求めるため、本決議案を提
出する。

損害賠償決議文の提案と討論

賠償請求権の行使を違法に怠っているといわざるを得な

い」という判決は非常に重要なものである。本日の討議

で、この談合事件の被害者は熊取町と住民であるというこ

とは議員全員が認識している。

　熊取町長は、損害額が確定したら直ちに損害賠償請求す

るとの声明を出しているが、これまでの裁判での町の立場

は、「談合については不知（わからない）」、「損害金額

の算出は難しい」、「関連業者は零細企業なので配慮が必

要」など、どちらかと言えば加害者側に立った対応をして

きた。

　これから控訴審が始まるが、熊取町長はこの度の大阪地

裁判決を真摯に受け止め、住民の利益を守る立場に立つこ

とを議会において明確に宣言するとともに、是非とも実行

していただきたい。

■泉州龍馬の会〈藤本　龍・重光俊則〉

　町政では住民の方々から税を頂きそれを公共の福祉を実現

するために運用されている。町政のチェック機関が議会であ

り、議会の審議過程をインターネット中継で公開することは

アカウンタビリティー（説明責任）の履行である。

インターネット中継について総論賛成、各論反対の議員もお

られるが、設備投資に関しては、町がアカウンタビリティー

のインフラ投資を怠っていただけのことである。地方分権が

叫ばれ益々地方議会の重要性が増してきており、インター

議会のインターネット中継－賛成討論

ネット中継によりその審議過程をガラス張りにしアカウンタ

ビリティーの履行を積極的に進めて行くことが重要である。

　近隣市町村では泉南市、岸和田市、貝塚市、泉佐野市、

泉大津市がインターネット中継

を既に実施している。議会基本

条例制定等、開かれた議会を先

導してきた本町は、早期にイン

ターネット中継の実施を始める

べきである。
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125％

150％

188％

100％

25％

96 38 58 40％ 424 90 134 68％

6

7

4

113

2

7

2

49

4

0

2

64

33％

100％

50％

43％

15

53

23

515

23

36

41

390

△8

17

△18

125

153％

68％

178％

76％

な
取
り
組
み
と
し
て
「
高
齢

者
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援

事
業
」
と
し
て
、
７
月
１
日

よ
り
、
「
ひ
ま
わ
り
バ
ス
無

料
定
期
乗
車
券
」
の
交
付
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　　
　路
側
帯
の
拡
幅
や
カ

ラ
ー
化
、
歩
車
分
離
信
号
な

ど
、
交
通
安
全
施
設
の
整
備

を
ど
う
す
す
め
る
の
か
。

　
　自
治
会
か
ら
の
要
望
や

町
職
員
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

に
よ
り
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

設
置
な
ど
行
っ
て
い
る
。

　ま
た
、平
成
13
年
か
ら
「
ひ

や
り
マ
ッ
プ
」
の
作
成
を
行

い
、
危
険
個
所
の
巡
回
点
検

と
対
策
を
行
っ
て
き
た
。
町

道
西
之
山
線
（
青
葉
台
）
に

お
い
て
路
側
帯
の
カ
ラ
ー
化

を
予
定
し
て
い
る
。

　通
学
路
に
つ
い
て
は
住
民

の
声
を
反
映
し
た
、
効
果
的

な
整
備
を
進
め
た
い
。
整
備

計
画
は
今
後
検
討
す
る
。

　
　学
齢
期
の
発
達
・
教
育

相
談
に
４
名
の
臨
床
心
理
士

（
非
常
勤
）
が
対
応
し
て
い

る
が
、
発
達
相
談
の
増
加
に

対
応
で
き
て
い
る
か
。

　
　平
成
22
年
ま
で
は
、
発

達
相
談
員
１
名
、
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
３
名
だ
っ
た
が
、
需
要

の
高
ま
り
か
ら
23
年
よ
り
各

２
名
の
配
置
に
し
た
。
こ
ど

も
家
庭
グ
ル
ー
プ
と
し
て
も

正
職
２
名
を
増
員
し
、
体
制

強
化
に
努
め
て
い
る

　
　全
国
的
に
交
通
事
故
は
、

こ
こ
数
年
大
幅
に
減
少
し
て

い
る
。
熊
取
町
で
も
２
０
０

５
年
の
３
０
１
件
か
ら
減
り

続
け
、
昨
年
の
事
故
件
数
は

１
６
０
件
。
死
亡
事
故
は
ゼ

ロ
で
あ
っ
た
が
、
１
８
８
人

が
負
傷
し
、
19
人
が
重
傷

だ
っ
た
。
現
状
を
ど
う
認
識

し
て
い
る
か
。

　
　事
故
件
数
を
人
口
４
万

５
千
人
に
対
す
る
比
率
に
直

す
と
０
・
36
％
に
な
る
。
こ

れ
は
全
国
の
０
・
54
％
、
大

阪
府
の
０
・
55
％
と
比
較
し

て
も
低
い
が
、
事
故
を
な
く

す
努
力
は
必
要
だ
と
考
え
て

お
り
、
熊
取
町
「
交
通
事
故

を
な
く
す
運
動
」
推
進
本
部

に
よ
り
、
交
通
安
全
教
室
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　ま
た
、
全
国
的
な
傾
向
と

同
様
、
本
町
に
お
い
て
も
高

齢
者
の
事
故
比
率
が
高
ま
っ

て
き
て
お
り
、
本
町
の
新
た

腕
野

　幸
博

坂
上

　巳
生
男

問

問答

答

問答

交
通
安
全
施
設
の
整
備

発
達
相
談
の
増
加
へ
の
対
応

交
通
事
故
の
現
状
は
ど
う
か

問

　交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
ど
う
進
め
る
の
か

答

　通
学
路
に
つ
い
て
は
、「
住
民
の
声
を
反
映
し

　
　た
」
効
果
的
な
整
備
を
進
め
た
い
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一
般
質
問

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て

に
載
せ
な
い
こ
と
に
よ
り
課

税
し
な
い
一
種
の
利
益
供
与

を
行
っ
た
こ
と
は
な
い
か
？

　
　そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
。

☆
住
民
を
裏
切
ら
な
い
公
平

な
課
税
を
要
望
す
る
。

　　
　な
ぜ
こ
の
時
期
に
え
い

ら
く
公
園
整
備
事
業
（
町
立

永
楽
墓
苑
隣
接
地
に
整
備
予

定
）
を
行
う
の
か
？

　
　総
合
計
画
等
で
計
画
さ

れ
て
い
た
こ
と
、
国
か
ら
の

交
付
金
が
付
い
た
こ
と
、
こ

れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
に
よ

り
財
源
確
保
の
目
途
が
立
っ

た
の
で
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

は
逃
せ
な
い
と
考
え
た
。

　
　も
っ
と
優
先
順
位
の
高

い
事
業
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
？　

　交
付
金
を
有
効
に
活
用

す
る
こ
と
を
優
先
し
た
。

　
　ど
の
よ
う
な
利
用
者
を

想
定
し
て
い
る
の
か
？ 

　
　特
に
子
育
て
世
代
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
公
園
整

備
、
た
と
え
ば
遊
具
に
反
映

さ
せ
集
客
し
た
い
。

☆
子
育
て
世
代
が
望
む
の
は

安
心
安
全
な
子
育
て
が
出
来

る
環
境
の
整
備
、
例
え
ば
通

学
路
の
整
備
で
あ
る
。

　
住
宅
地
か
ら
離
れ
た
寂
し

い
場
所
に
２
億
５
千
万
円
も

の
巨
費
を
投
じ
て
公
園
を
つ

く
る
こ
と
は
理
解
し
難
い
。

住
民
の
方
々
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

通
じ
て
そ
の
必
要
性
、
優
先

順
位
に
つ
い
て
再
考
す
べ
き

で
あ
る
。
同
じ
資
金
を
投
資

す
る
の
な
ら
通
学
路
の
整
備

に
投
資
す
べ
き
だ
。

　
　固
定
資
産
税
は
固
定
資

産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た

毎
年
１
月
１
日
の
土
地
・
家

屋
の
時
価
に
課
税
す
る
税
で

あ
り
、
登
記
さ
れ
る
家
屋
は

法
務
局
経
由
、
未
登
記
の
家

屋
は
町
の
実
地
調
査
に
よ
り

把
握
さ
れ
る
。
事
前
に
１
件

の
家
屋
の
課
税
漏
れ
を
指
摘

し
た
が
原
因
は
な
に
か
？

　
　物
件
が
古
く
未
登
記
で

あ
っ
た
た
め
課
税
漏
れ
し
た
。

　
　古
い
物
件
な
ら
何
度
も

チ
ェ
ッ
ク
の
機
会
が
あ
っ
た

は
ず
。
古
い
物
件
は
チ
ェ
ッ

ク
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

　
　基
本
的
に
毎
年
航
空
写

真
等
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る

が
結
果
的
に
見
落
と
し
た
。

　
　恣
意
的
に
見
落
と
し
た

と
い
う
こ
と
は
な
い
の
か
。

　
　そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
。

　
　固
定
資
産
の
評
価
を
不

当
に
低
く
し
た
り
課
税
台
帳

藤
本

　
　龍

固
定
資
産
税
の
家
屋
に
つ
い
て

（
仮
称
）
え
い
ら
く
公
園
に
つ
い
て

問問答問問答

問答問問 答答

答

答

固
定
資
産
税
の
家
屋
に

つ
い
て

え
い
ら
く
公
園
に
つ
い
て

る
必
要
が
あ
る
の
か
？

　
　国
の
指
針
に
基
づ
き
、

最
低
制
限
価
格
を
算
定
し
て

い
る
。

　
　今
ま
で
に
、
最
低
制
限

価
格
で
落
札
し
た
工
事
に
つ

い
て
、
不
具
合
が
生
じ
た

か
？　

　全
く
な
い
。

　
　福
島
第
１
原
発
の
事
故

以
来
、
空
気
の
よ
う
に
い
く

ら
で
も
あ
る
と
思
っ
て
い
た

電
力
が
足
り
な
い
と
い
う
現

実
に
直
面
し
て
い
る
。
節
電

や
寿
命
が
延
び
る
こ
と
に
よ

る
経
済
性
に
よ
り
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

が
進
ん
で
い
る
。Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

す
る
に
は
、
初
期
投
資
に
費

用
が
か
か
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
各
自
治
会
が
管
理
す
る

電
燈
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
た
め

に
補
助
金
を
新
設
で
き
な
い

か
？　

　Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
る
効
用

を
充
分
認
識
し
て
い
る
。
年

間
電
気
料
金
の
３
分
の
１
を

助
成
し
て
い
る
が
、
社
会
的

課
題
と
な
っ
て
い
る
節
電
へ

の
機
運
を
高
め
る
た
め
今
後

検
討
し
て
い
く
。

　
　23
年
度
後
半
か
ら
工
事

請
負
契
約
は
予
定
価
格
の

87
％
に
な
っ
て
い
る
。

　以
前
の
平
均
80
％
と
比
べ

る
と
７
％
の
上
昇
で
あ
る
。

国
の
指
針
が
上
が
っ
た
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
が
、
国
基

準
を
順
守
し
て
い
な
い
自
治

体
も
あ
る
。
最
低
制
限
価
格

を
予
定
価
格
の
80
％
前
後
に

戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
？

　
　本
町
の
最
低
制
限
価
格

の
設
定
は
、
公
契
連
の
算
定

モ
デ
ル
に
基
づ
き
算
定
し
て

い
る
。
大
阪
府
下
の
自
治
体

の
半
数
以
上
が
こ
れ
を
採
用

し
て
い
る
。
工
事
の
品
質
確

保
や
建
設
業
の
健
全
な
発
展

の
た
め
、
新
た
な
国
の
算
定

モ
デ
ル
に
従
い
、
適
時
適
切

に
対
応
し
て
い
く
。

　
　今
は
デ
フ
レ
で
建
設
物

価
が
下
が
っ
て
い
る
。
何
故

今
、
最
低
制
限
価
格
を
上
げ

腕
野

　幸
博

奥
野

　博
通

最
低
制
限
価
格
の
見
直
し
に
つ
い
て

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て

問

問問

問

答

答

答答

最
低
制
限
価
格
の
見
直
し

に
つ
い
て
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カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
を

遠
隔
地
に
求
め
、
支
援
し
合

う
体
制
を
築
く
自
治
体
災
害

協
定
に
つ
い
て
問
う
。

　
　東
日
本
大
震
災
の
よ
う

な
大
規
模
災
害
が
広
域
で
発

生
し
た
場
合
、
地
域
一
帯
の

自
治
体
が
被
災
す
る
こ
と
と

な
り
、
災
害
対
策
能
力
が
著

し
く
低
下
す
る
。
対
処
す
る

手
段
と
し
て
、
被
災
地
と
被

災
し
て
い
な
い
遠
隔
地
の
自

治
体
間
で
、
物
資
の
供
給
や

医
療
援
護
活
動
、
輸
送
業

務
、
復
旧
・
復
興
対
策
等
、

人
的
・
物
的
支
援
を
相
互
に

行
う
体
制
整
備
を
図
る
こ
と

は
、
非
常
に
有
効
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
熊
取
町
規
模
の
自
治
体

で
は
、
他
団
体
に
対
し
て
と

り
う
る
応
援
体
制
が
十
分
と

は
言
え
な
い
。
協
定
に
よ
る

効
果
を
発
揮
す
る
に
は
、
都

道
府
県
や
広
域
連
合
な
ど
の

一
定
数
以
上
の
自
治
体
に
よ

る
協
力
体
制
が
望
ま
し
い
と

考
え
る
。
関
係
諸
団
体
へ

し
っ
か
り
と
働
き
か
け
を
し

て
い
き
た
い
。

　
　高
齢
者
に
い
つ
ま
で
も

元
気
で
い
て
も
ら
う
た
め
、

ひ
ま
わ
り
ド
ー
ム
の
利
用
促

進
に
つ
い
て
問
う
。

　
　高
齢
者
の
利
用
数
は
、

個
人
利
用
者
の
４
割
を
超
え

て
い
る
。
無
料
化
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
な
い
。
定
期
利

用
券
を
紛
失
し
た
場
合
IC

カ
ー
ド
や
バ
ー
コ
ー
ド
の
導

入
を
し
て
い
な
い
の
で
、
不

正
利
用
等
適
正
管
理
の
観
点

か
ら
再
発
行
は
し
て
い
な
い
。

　
　登
校
中
の
児
童
に
、
車

が
突
っ
込
み
犠
牲
に
な
る

ケ
ー
ス
が
連
日
の
よ
う
に
起

き
て
い
る
。
通
学
路
の
総
点

検
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

　
　警
察
や
大
阪
府
か
ら
の

要
請
に
よ
り
通
学
路
情
報
を

提
供
す
る
な
ど
、
関
係
機
関

で
通
学
路
の
点
検
が
始
ま
っ

て
い
る
。
熊
取
町
で
は
、
平

成
15
年
以
降
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
保
護
者
の
方
々
の
ご
協

力
の
も
と
、
幅
広
く
子
ど
も

の
見
守
り
活
動
が
行
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
活
動
の
一
つ
と

し
て
、「
安
全
マ
ッ
プ
」の
作

成
・
更
新
作
業
を
定
期
的
に

実
施
し
、
危
険
個
所
の
抽
出

を
行
い
、
通
学
路
の
点
検
作

業
を
進
め
て
き
て
い
る
。

　
　災
害
時
に
自
治
体
で
お

互
い
に
助
け
合
う
「
相
互
応

援
協
定
」
が
、
東
日
本
大
震

災
を
機
に
あ
ら
た
め
て
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

腕
野

　幸
博

矢
野

　正
憲

通
学
路
の
安
全
総
点
検
に
つ
い
て

自
治
体
災
害
協
定
に
つ
い
て

ひ
ま
わ
り
ド
ー
ム
の
高
齢
者
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

問問 答

答

問答

☆
熊
取
町
は
、
住
民
の
た
め

に
公
平
・
公
正
な
立
場
で
行

政
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
目

的
の
た
め
に
手
段
を
選
ば
な

い
よ
う
な
や
り
方
は
問
題
で

あ
る
。

　
　熊
取
町
を
住
み
よ
い
街

に
す
る
た
め
の
町
内
道
路
の

増
設
や
拡
幅
計
画
や
、
安
全

な
通
学
路
の
確
保
の
た
め
の

検
討
は
さ
れ
て
い
る
か
？

　
　今
年
度
か
ら
新
た
な
実

施
計
画
に
取
り
組
ん
で
い
く

が
、
未
着
手
路
線
に
つ
い
て

は
そ
の
後
の
検
討
に
な
る
。

☆
町
の
活
性
化
に
必
要
な
道

路
は
早
急
に
計
画
を
明
確
に

す
る
べ
し
。

☆
熊
取
町
長
、
職
員
、
議
員

は
住
民
第
一
の
考
え
方
で
行

政
に
携
わ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　23
年
の
緊
急
時
放
送
で

「
放
送
が
聞
こ
え
な
い
」
と

い
う
声
が
多
く
あ
っ
た
が
、

是
正
措
置
は
さ
れ
た
の
か
？

　
　音
声
増
幅
の
措
置
を
行

い
試
験
的
確
認
は
行
っ
た
。

☆
安
全
上
重
要
な
設
備
は
早

急
に
改
善
措
置
と
効
果
の
確

認
を
実
施
す
べ
し
。

　
　勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
条

例
の
廃
止
が
採
決
さ
れ
た

が
、
今
後
の
施
設
の
活
用
の

検
討
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
？　

　使
用
方
法
、
管
理
用
法

に
つ
い
て
検
討
中
で
る
。

　
　施
設
は
継
続
し
て
使
用

で
き
る
の
か
？

　
　（町
長
）施
設
は
継
続
し

て
使
用
で
き
る
方
法
で
検
討

し
て
お
り
、
９
月
議
会
で
は

そ
の
内
容
を
示
し
た
い
。

　
　「
天
神
山
住
宅
住
民
を

強
制
退
去
さ
せ
る
こ
と
は
な

い
」
と
い
う
住
民
と
の
合
意

の
位
置
づ
け
は
？

　
　公
営
住
宅
法
に
よ
り
強

制
退
去
は
で
き
な
い
。
し
か

し
、
大
原
住
宅
へ
の
転
居
協

力
依
頼
は
行
っ
て
き
た
。

腕
野

　幸
博

重
光

　俊
則

問

問答問答問答

答

問答

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
施
設

の
今
後
の
使
用
に
つ
い
て

天
神
山
住
宅
の
退
去
要
求

裁
判
に
つ
い
て

熊
取
町
の
道
路
整
備
計
画

に
つ
い
て

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
施
設
の
継
続
の
使
用
に
つ
い
て

天
神
山
住
宅
入
居
者
へ
の
退
去
要
求
裁
判
に
つ
い
て

熊
取
町
の
道
路
整
備
計
画
・
緊
急
時
放
送
に
つ
い
て

狭くて危ない歩道
（つばさが丘通学路）

狭い祇園橋（和田）
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Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て

に
載
せ
な
い
こ
と
に
よ
り
課

税
し
な
い
一
種
の
利
益
供
与

を
行
っ
た
こ
と
は
な
い
か
？

　
　そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
。

☆
住
民
を
裏
切
ら
な
い
公
平

な
課
税
を
要
望
す
る
。

　　
　な
ぜ
こ
の
時
期
に
え
い

ら
く
公
園
整
備
事
業
（
町
立

永
楽
墓
苑
隣
接
地
に
整
備
予

定
）
を
行
う
の
か
？

　
　総
合
計
画
等
で
計
画
さ

れ
て
い
た
こ
と
、
国
か
ら
の

交
付
金
が
付
い
た
こ
と
、
こ

れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
に
よ

り
財
源
確
保
の
目
途
が
立
っ

た
の
で
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

は
逃
せ
な
い
と
考
え
た
。

　
　も
っ
と
優
先
順
位
の
高

い
事
業
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
？　

　交
付
金
を
有
効
に
活
用

す
る
こ
と
を
優
先
し
た
。

　
　ど
の
よ
う
な
利
用
者
を

想
定
し
て
い
る
の
か
？ 

　
　特
に
子
育
て
世
代
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
公
園
整

備
、
た
と
え
ば
遊
具
に
反
映

さ
せ
集
客
し
た
い
。

☆
子
育
て
世
代
が
望
む
の
は

安
心
安
全
な
子
育
て
が
出
来

る
環
境
の
整
備
、
例
え
ば
通

学
路
の
整
備
で
あ
る
。

　
住
宅
地
か
ら
離
れ
た
寂
し

い
場
所
に
２
億
５
千
万
円
も

の
巨
費
を
投
じ
て
公
園
を
つ

く
る
こ
と
は
理
解
し
難
い
。

住
民
の
方
々
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

通
じ
て
そ
の
必
要
性
、
優
先

順
位
に
つ
い
て
再
考
す
べ
き

で
あ
る
。
同
じ
資
金
を
投
資

す
る
の
な
ら
通
学
路
の
整
備

に
投
資
す
べ
き
だ
。

　
　固
定
資
産
税
は
固
定
資

産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た

毎
年
１
月
１
日
の
土
地
・
家

屋
の
時
価
に
課
税
す
る
税
で

あ
り
、
登
記
さ
れ
る
家
屋
は

法
務
局
経
由
、
未
登
記
の
家

屋
は
町
の
実
地
調
査
に
よ
り

把
握
さ
れ
る
。
事
前
に
１
件

の
家
屋
の
課
税
漏
れ
を
指
摘

し
た
が
原
因
は
な
に
か
？

　
　物
件
が
古
く
未
登
記
で

あ
っ
た
た
め
課
税
漏
れ
し
た
。

　
　古
い
物
件
な
ら
何
度
も

チ
ェ
ッ
ク
の
機
会
が
あ
っ
た

は
ず
。
古
い
物
件
は
チ
ェ
ッ

ク
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

　
　基
本
的
に
毎
年
航
空
写

真
等
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る

が
結
果
的
に
見
落
と
し
た
。

　
　恣
意
的
に
見
落
と
し
た

と
い
う
こ
と
は
な
い
の
か
。

　
　そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
。

　
　固
定
資
産
の
評
価
を
不

当
に
低
く
し
た
り
課
税
台
帳

藤
本

　
　龍

固
定
資
産
税
の
家
屋
に
つ
い
て

（
仮
称
）
え
い
ら
く
公
園
に
つ
い
て

問問答問問答

問答問問 答答

答

答

固
定
資
産
税
の
家
屋
に

つ
い
て

え
い
ら
く
公
園
に
つ
い
て

る
必
要
が
あ
る
の
か
？

　
　国
の
指
針
に
基
づ
き
、

最
低
制
限
価
格
を
算
定
し
て

い
る
。

　
　今
ま
で
に
、
最
低
制
限

価
格
で
落
札
し
た
工
事
に
つ

い
て
、
不
具
合
が
生
じ
た

か
？　

　全
く
な
い
。

　
　福
島
第
１
原
発
の
事
故

以
来
、
空
気
の
よ
う
に
い
く

ら
で
も
あ
る
と
思
っ
て
い
た

電
力
が
足
り
な
い
と
い
う
現

実
に
直
面
し
て
い
る
。
節
電

や
寿
命
が
延
び
る
こ
と
に
よ

る
経
済
性
に
よ
り
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

が
進
ん
で
い
る
。Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

す
る
に
は
、
初
期
投
資
に
費

用
が
か
か
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
各
自
治
会
が
管
理
す
る

電
燈
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
た
め

に
補
助
金
を
新
設
で
き
な
い

か
？　

　Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
る
効
用

を
充
分
認
識
し
て
い
る
。
年

間
電
気
料
金
の
３
分
の
１
を

助
成
し
て
い
る
が
、
社
会
的

課
題
と
な
っ
て
い
る
節
電
へ

の
機
運
を
高
め
る
た
め
今
後

検
討
し
て
い
く
。

　
　23
年
度
後
半
か
ら
工
事

請
負
契
約
は
予
定
価
格
の

87
％
に
な
っ
て
い
る
。

　以
前
の
平
均
80
％
と
比
べ

る
と
７
％
の
上
昇
で
あ
る
。

国
の
指
針
が
上
が
っ
た
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
が
、
国
基

準
を
順
守
し
て
い
な
い
自
治

体
も
あ
る
。
最
低
制
限
価
格

を
予
定
価
格
の
80
％
前
後
に

戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
？

　
　本
町
の
最
低
制
限
価
格

の
設
定
は
、
公
契
連
の
算
定

モ
デ
ル
に
基
づ
き
算
定
し
て

い
る
。
大
阪
府
下
の
自
治
体

の
半
数
以
上
が
こ
れ
を
採
用

し
て
い
る
。
工
事
の
品
質
確

保
や
建
設
業
の
健
全
な
発
展

の
た
め
、
新
た
な
国
の
算
定

モ
デ
ル
に
従
い
、
適
時
適
切

に
対
応
し
て
い
く
。

　
　今
は
デ
フ
レ
で
建
設
物

価
が
下
が
っ
て
い
る
。
何
故

今
、
最
低
制
限
価
格
を
上
げ

腕
野

　幸
博

奥
野

　博
通

最
低
制
限
価
格
の
見
直
し
に
つ
い
て

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て

問

問問

問

答

答

答答

最
低
制
限
価
格
の
見
直
し

に
つ
い
て
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カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
を

遠
隔
地
に
求
め
、
支
援
し
合

う
体
制
を
築
く
自
治
体
災
害

協
定
に
つ
い
て
問
う
。

　
　東
日
本
大
震
災
の
よ
う

な
大
規
模
災
害
が
広
域
で
発

生
し
た
場
合
、
地
域
一
帯
の

自
治
体
が
被
災
す
る
こ
と
と

な
り
、
災
害
対
策
能
力
が
著

し
く
低
下
す
る
。
対
処
す
る

手
段
と
し
て
、
被
災
地
と
被

災
し
て
い
な
い
遠
隔
地
の
自

治
体
間
で
、
物
資
の
供
給
や

医
療
援
護
活
動
、
輸
送
業

務
、
復
旧
・
復
興
対
策
等
、

人
的
・
物
的
支
援
を
相
互
に

行
う
体
制
整
備
を
図
る
こ
と

は
、
非
常
に
有
効
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
熊
取
町
規
模
の
自
治
体

で
は
、
他
団
体
に
対
し
て
と

り
う
る
応
援
体
制
が
十
分
と

は
言
え
な
い
。
協
定
に
よ
る

効
果
を
発
揮
す
る
に
は
、
都

道
府
県
や
広
域
連
合
な
ど
の

一
定
数
以
上
の
自
治
体
に
よ

る
協
力
体
制
が
望
ま
し
い
と

考
え
る
。
関
係
諸
団
体
へ

し
っ
か
り
と
働
き
か
け
を
し

て
い
き
た
い
。

　
　高
齢
者
に
い
つ
ま
で
も

元
気
で
い
て
も
ら
う
た
め
、

ひ
ま
わ
り
ド
ー
ム
の
利
用
促

進
に
つ
い
て
問
う
。

　
　高
齢
者
の
利
用
数
は
、

個
人
利
用
者
の
４
割
を
超
え

て
い
る
。
無
料
化
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
な
い
。
定
期
利

用
券
を
紛
失
し
た
場
合
IC

カ
ー
ド
や
バ
ー
コ
ー
ド
の
導

入
を
し
て
い
な
い
の
で
、
不

正
利
用
等
適
正
管
理
の
観
点

か
ら
再
発
行
は
し
て
い
な
い
。

　
　登
校
中
の
児
童
に
、
車

が
突
っ
込
み
犠
牲
に
な
る

ケ
ー
ス
が
連
日
の
よ
う
に
起

き
て
い
る
。
通
学
路
の
総
点

検
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

　
　警
察
や
大
阪
府
か
ら
の

要
請
に
よ
り
通
学
路
情
報
を

提
供
す
る
な
ど
、
関
係
機
関

で
通
学
路
の
点
検
が
始
ま
っ

て
い
る
。
熊
取
町
で
は
、
平

成
15
年
以
降
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
保
護
者
の
方
々
の
ご
協

力
の
も
と
、
幅
広
く
子
ど
も

の
見
守
り
活
動
が
行
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
活
動
の
一
つ
と

し
て
、「
安
全
マ
ッ
プ
」の
作

成
・
更
新
作
業
を
定
期
的
に

実
施
し
、
危
険
個
所
の
抽
出

を
行
い
、
通
学
路
の
点
検
作

業
を
進
め
て
き
て
い
る
。

　
　災
害
時
に
自
治
体
で
お

互
い
に
助
け
合
う
「
相
互
応

援
協
定
」
が
、
東
日
本
大
震

災
を
機
に
あ
ら
た
め
て
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

腕
野

　幸
博

矢
野

　正
憲

通
学
路
の
安
全
総
点
検
に
つ
い
て

自
治
体
災
害
協
定
に
つ
い
て

ひ
ま
わ
り
ド
ー
ム
の
高
齢
者
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

問問 答

答

問答

☆
熊
取
町
は
、
住
民
の
た
め

に
公
平
・
公
正
な
立
場
で
行

政
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
目

的
の
た
め
に
手
段
を
選
ば
な

い
よ
う
な
や
り
方
は
問
題
で

あ
る
。

　
　熊
取
町
を
住
み
よ
い
街

に
す
る
た
め
の
町
内
道
路
の

増
設
や
拡
幅
計
画
や
、
安
全

な
通
学
路
の
確
保
の
た
め
の

検
討
は
さ
れ
て
い
る
か
？

　
　今
年
度
か
ら
新
た
な
実

施
計
画
に
取
り
組
ん
で
い
く

が
、
未
着
手
路
線
に
つ
い
て

は
そ
の
後
の
検
討
に
な
る
。

☆
町
の
活
性
化
に
必
要
な
道

路
は
早
急
に
計
画
を
明
確
に

す
る
べ
し
。

☆
熊
取
町
長
、
職
員
、
議
員

は
住
民
第
一
の
考
え
方
で
行

政
に
携
わ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　23
年
の
緊
急
時
放
送
で

「
放
送
が
聞
こ
え
な
い
」
と

い
う
声
が
多
く
あ
っ
た
が
、

是
正
措
置
は
さ
れ
た
の
か
？

　
　音
声
増
幅
の
措
置
を
行

い
試
験
的
確
認
は
行
っ
た
。

☆
安
全
上
重
要
な
設
備
は
早

急
に
改
善
措
置
と
効
果
の
確

認
を
実
施
す
べ
し
。

　
　勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
条

例
の
廃
止
が
採
決
さ
れ
た

が
、
今
後
の
施
設
の
活
用
の

検
討
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
？　

　使
用
方
法
、
管
理
用
法

に
つ
い
て
検
討
中
で
る
。

　
　施
設
は
継
続
し
て
使
用

で
き
る
の
か
？

　
　（町
長
）施
設
は
継
続
し

て
使
用
で
き
る
方
法
で
検
討

し
て
お
り
、
９
月
議
会
で
は

そ
の
内
容
を
示
し
た
い
。

　
　「
天
神
山
住
宅
住
民
を

強
制
退
去
さ
せ
る
こ
と
は
な

い
」
と
い
う
住
民
と
の
合
意

の
位
置
づ
け
は
？

　
　公
営
住
宅
法
に
よ
り
強

制
退
去
は
で
き
な
い
。
し
か

し
、
大
原
住
宅
へ
の
転
居
協

力
依
頼
は
行
っ
て
き
た
。

腕
野

　幸
博

重
光

　俊
則

問

問答問答問答

答

問答

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
施
設

の
今
後
の
使
用
に
つ
い
て

天
神
山
住
宅
の
退
去
要
求

裁
判
に
つ
い
て

熊
取
町
の
道
路
整
備
計
画

に
つ
い
て

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
施
設
の
継
続
の
使
用
に
つ
い
て

天
神
山
住
宅
入
居
者
へ
の
退
去
要
求
裁
判
に
つ
い
て

熊
取
町
の
道
路
整
備
計
画
・
緊
急
時
放
送
に
つ
い
て

狭くて危ない歩道
（つばさが丘通学路）

狭い祇園橋（和田）
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の
で
す
。

　
　

　
　今
の
進
捗
状
態
は
？

　
　登
録
者
は
４
０
３
人
で

避
難
支
援
者
は
２
６
５
人
と

な
り
増
え
て
い
る
。

引
き
続
き
説
明
会
な
ど
で
避

難
援
護
者
の
確
保
を
お
願
い

し
て
い
る
。

　
　見
守
り
体
制
や
地
域
の

連
携
・
協
力
体
制
を
ど
う
作

る
の
か
？

　
　
　

　
　包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
電
話
に
よ
る
見
守

り
、
緊
急
通
報
装
置
に
よ
る

見
守
り
を
し
て
い
る
。
地
域

全
体
で
高
齢
者
を
さ
さ
え
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
り
組
み

と
連
携
を
密
に
す
る
。

　
　札
幌
市
の
災
害
時
支
え

あ
い
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
が
あ

る
。
こ
れ
を
作
る
前
に
、
関

係
者
が
集
ま
り
、
支
援
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
作
っ
て
い
る
。

作
る
過
程
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
生
ま
れ
る
と
思
う
が
い
か

が
か
？

　
　わ
か
り
や
す
い
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
で
参
考
に
し
た
い
。

　　
　相
生
市
や
東
郷
町
の
よ

う
に
子
育
て
の
町
と
し
て
支

援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
？

　
　

　
　相
生
市
の
よ
う
に
保
育

料
を
無
料
化
す
る
こ
と
は
公

平
性
の
観
点
、
財
政
状
況
か

ら
困
難
。
乳
幼
児
医
療
助
成

入
院
は
10
月
よ
り
中
学
校
３

年
ま
で
拡
大
。
通
院
も
中
学

校
３
年
を
目
標
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

☆
過
去
の
談
合
の
損
害
を
請

求
し
子
育
て
支
援
に
取
り
組

む
べ
し
。

　
　第
５
期
で
は
病
院
か
ら

介
護
へ
入
院
か
ら
在
宅
へ
の

方
針
の
中
、
生
活
援
助
の
時

間
区
分
を
60
分
か
ら
45
分
に

変
更
さ
れ
た
。
又
、
通
所

サ
ー
ビ
ス
も
、
５
時
間
か
ら

７
時
間
の
区
分
の
サ
ー
ビ
ス

報
酬
が
下
げ
ら
れ
た
た
め
時

間
を
延
ば
し
て
い
る
ケ
ー
ス

が
あ
る
よ
う
だ
が
実
態
は
？

　
　窓
口
な
ど
に
お
い
て
利

用
者
の
苦
情
や
相
談
は
な
い
。

☆
介
護
者
や
施
設
の
努
力
だ

と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　第
５
期
事
業
の
医
療

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
複
合
型
サ
ー

ビ
ス
と
は
？

　
　小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
に
訪
問
看
護
を
一
体
化

し
て
サ
ー
ビ
ス
提
供
す
る
も

鱧
谷

　陽
子

生
活
援
助
、
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
実
態
は
？

災
害
時
要
援
護
者
支
援
計
画
の
進
捗
は
？

子
育
て
支
援
策
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
！

「
安
全
マ
ッ
プ
」
の
作
成
・

更
新
作
業
の
時
、
危
険
個
所

の
抽
出
を
行
い
、
検
討
・
見

直
し
を
し
て
い
る
。

　
　関
係
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
と
の
連
携
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
か
？

　
　学
校
関
係
者
の
方
々
の

日
常
的
な
巡
回
で
、
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
の
方
々
と
危
険
個
所

等
の
情
報
交
換
を
行
い
、
連

携
を
図
っ
て
い
る
。

　
　安
全
な
通
学
路
の
確
保

の
た
め
、
細
街
路
は
、
車
両

を
一
方
通
行
に
規
制
し
、
歩

道
の
幅
を
広
く
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
？

　
　沿
線
住
民
の
通
行
に
影

響
す
る
た
め
、
地
元
自
治
会

か
ら
の
要
望
と
利
用
す
る
自

治
会
全
員
の
同
意
が
必
要
で
、

そ
の
後
警
察
が
検
討
す
る
。

　
　ガ
ー
ド
レ
ー
ル
・
街
路

灯
等
の
増
設
を
早
急
に
見
直

し
て
欲
し
い
。

　
　「
子
ど
も
と
お
と
な
の

校
区
探
検
」
で
指
摘
さ
れ
た

危
険
個
所
に
転
落
防
止
柵
を

設
置
し
た
。
ま
た
、
例
年
の

対
策
と
し
て
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
設
置
や
路
面
標
示
の

引
き
直
し
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　路
面
に
通
学
路
の
標
示

を
し
て
、
安
全
運
転
を
啓
発

し
て
は
い
か
が
か
？

　
　「
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
指

定
」
や
「
飛
び
出
し
注
意
」
等

の
看
板
設
置
・
路
面
標
示
を

行
い
、
通
行
車
両
へ
の
啓
発

を
行
っ
て
い
る
。
通
学
路
の

安
全
点
検
時
に
、
啓
発
看
板

の
設
置
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　通
学
路
の
策
定
は
誰
が

す
る
の
か
？

　
　通
学
実
態
を
把
握
し
て

い
る
各
小
学
校
が
定
め
る
。

　
　学
校
・
自
治
体
・
警
察

の
三
者
協
議
は
し
て
い
る
か
。

　
　保
護
者
・
地
域
の
方
の

意
見
を
参
考
に
し
、
警
察
と

協
議
し
て
い
る
。

　
　通
学
路
は
ど
の
よ
う
に

し
て
決
め
る
の
か
？

　
　歩
道
の
設
置
・
車
の
交

通
量
及
び
横
断
歩
道
の
設
置

状
況
等
保
護
者
・
関
係
す
る

方
々
の
意
見
等
を
勘
案
し
、

選
定
し
て
い
る
。

　
　児
童
・
保
護
者
に
説
明

と
指
導
は
し
て
い
る
か
？

　
　安
全
教
育
の
実
施
や
登

校
時
に
、
説
明
及
び
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

　
　通
学
路
の
安
全
に
つ
い

て
、
検
証
・
見
直
し
を
し
て

い
る
か
？

　
　子
ど
も
の
見
守
り
活
動

の
中
で
実
施
し
て
い
る
。

腕
野

　幸
博

服
部

　脩
二
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学
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災
害
に
強
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ま
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づ
く
り
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て

第
五
期
介
護
保
険
に
つ
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て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
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の
で
す
。

　
　

　
　今
の
進
捗
状
態
は
？
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録
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４
０
３
人
で

避
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は
２
６
５
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い
る
。
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避
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援
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確
保
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お
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る
。
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地
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の

連
携
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協
力
体
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ど
う
作
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の
か
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支
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セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
電
話
に
よ
る
見
守
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。
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ッ
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携
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。
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災
害
時
支
え

あ
い
ハ
ン
ド
ブ
ッ
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あ
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。
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関

係
者
が
集
ま
り
、
支
援
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
作
っ
て
い
る
。

作
る
過
程
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
生
ま
れ
る
と
思
う
が
い
か

が
か
？

　
　わ
か
り
や
す
い
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
で
参
考
に
し
た
い
。

　　
　相
生
市
や
東
郷
町
の
よ

う
に
子
育
て
の
町
と
し
て
支

援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
？

　
　

　
　相
生
市
の
よ
う
に
保
育

料
を
無
料
化
す
る
こ
と
は
公

平
性
の
観
点
、
財
政
状
況
か

ら
困
難
。
乳
幼
児
医
療
助
成

入
院
は
10
月
よ
り
中
学
校
３

年
ま
で
拡
大
。
通
院
も
中
学

校
３
年
を
目
標
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

☆
過
去
の
談
合
の
損
害
を
請

求
し
子
育
て
支
援
に
取
り
組

む
べ
し
。

　
　第
５
期
で
は
病
院
か
ら

介
護
へ
入
院
か
ら
在
宅
へ
の

方
針
の
中
、
生
活
援
助
の
時

間
区
分
を
60
分
か
ら
45
分
に

変
更
さ
れ
た
。
又
、
通
所

サ
ー
ビ
ス
も
、
５
時
間
か
ら

７
時
間
の
区
分
の
サ
ー
ビ
ス

報
酬
が
下
げ
ら
れ
た
た
め
時

間
を
延
ば
し
て
い
る
ケ
ー
ス

が
あ
る
よ
う
だ
が
実
態
は
？

　
　窓
口
な
ど
に
お
い
て
利

用
者
の
苦
情
や
相
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は
な
い
。

☆
介
護
者
や
施
設
の
努
力
だ

と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　第
５
期
事
業
の
医
療

ニ
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ズ
に
応
じ
た
複
合
型
サ
ー

ビ
ス
と
は
？
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規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
に
訪
問
看
護
を
一
体
化

し
て
サ
ー
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提
供
す
る
も
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の
実
態
は
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の
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の
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、
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の
抽
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を
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、
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を
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の
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と
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連
携
は
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の

よ
う
に
し
て
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る
か
？
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者
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の

日
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的
な
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回
で
、
ボ
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ン

テ
イ
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の
方
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と
危
険
個
所

等
の
情
報
交
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を
行
い
、
連
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を
図
っ
て
い
る
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　安
全
な
通
学
路
の
確
保

の
た
め
、
細
街
路
は
、
車
両

を
一
方
通
行
に
規
制
し
、
歩

道
の
幅
を
広
く
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
？

　
　沿
線
住
民
の
通
行
に
影

響
す
る
た
め
、
地
元
自
治
会

か
ら
の
要
望
と
利
用
す
る
自

治
会
全
員
の
同
意
が
必
要
で
、

そ
の
後
警
察
が
検
討
す
る
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　ガ
ー
ド
レ
ー
ル
・
街
路

灯
等
の
増
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を
早
急
に
見
直

し
て
欲
し
い
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　「
子
ど
も
と
お
と
な
の

校
区
探
検
」
で
指
摘
さ
れ
た

危
険
個
所
に
転
落
防
止
柵
を

設
置
し
た
。
ま
た
、
例
年
の

対
策
と
し
て
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
設
置
や
路
面
標
示
の

引
き
直
し
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　路
面
に
通
学
路
の
標
示

を
し
て
、
安
全
運
転
を
啓
発

し
て
は
い
か
が
か
？

　
　「
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
指

定
」
や
「
飛
び
出
し
注
意
」
等

の
看
板
設
置
・
路
面
標
示
を

行
い
、
通
行
車
両
へ
の
啓
発

を
行
っ
て
い
る
。
通
学
路
の

安
全
点
検
時
に
、
啓
発
看
板

の
設
置
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　通
学
路
の
策
定
は
誰
が

す
る
の
か
？

　
　通
学
実
態
を
把
握
し
て

い
る
各
小
学
校
が
定
め
る
。

　
　学
校
・
自
治
体
・
警
察

の
三
者
協
議
は
し
て
い
る
か
。

　
　保
護
者
・
地
域
の
方
の

意
見
を
参
考
に
し
、
警
察
と

協
議
し
て
い
る
。

　
　通
学
路
は
ど
の
よ
う
に

し
て
決
め
る
の
か
？

　
　歩
道
の
設
置
・
車
の
交

通
量
及
び
横
断
歩
道
の
設
置

状
況
等
保
護
者
・
関
係
す
る

方
々
の
意
見
等
を
勘
案
し
、

選
定
し
て
い
る
。

　
　児
童
・
保
護
者
に
説
明

と
指
導
は
し
て
い
る
か
？

　
　安
全
教
育
の
実
施
や
登

校
時
に
、
説
明
及
び
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

　
　通
学
路
の
安
全
に
つ
い

て
、
検
証
・
見
直
し
を
し
て

い
る
か
？

　
　子
ど
も
の
見
守
り
活
動

の
中
で
実
施
し
て
い
る
。
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・議会報告書作成・新
　聞折込費
・鹿児島県志布志市役
　所等視察研修

・セミナー参加費
・市町村議会議員研修
・パソコン購入費

・議会報告書作成
・鹿児島県志布志市役
　所等視察研修旅費
・シンポジウム参加費

・三重県鳥羽市役所等
　視察旅費等
・研修会参加費

・鹿児島県志布志市役
　所等視察研修旅費
・研修会参加費

・鹿児島県志布志市役
　所等視察研修旅費
・研修会参加費
・パソコン購入費

政 務 調 査 費 の 使 途 一 覧 表

会　　　派 議員名 支出合計
内　　　　訳

収　入
（利息含）

残　額
払戻額 主な支出内容研　究

研修費
調　査
旅　費

資　料
作成費

資　料
購入費 広報費 公聴費 事務費

その他

改革クラブ

日本共産党熊
取町会議員団

熊取公明党

泉州龍馬の会

新政クラブ

一 新 の 会

坂上巳生男
江川　慶子
鱧谷　陽子

矢野　正憲
佐古　員規

糀谷　直人
（故人）

渡辺　豊子
白間　泰男

重光　俊則
奥野　博通
藤本　　龍

田中　正旗
鈴木　　実
服部　脩二

¥330,014

¥220,005

¥240,005

¥330,016

¥220,011

¥200,015

¥225,399

¥215,495

¥224,945

¥302,636

¥220,011

¥198,583

¥130,960

¥27,700

¥100,500

¥72,000

¥48,000

¥0

¥0

¥58,823

¥114,353

¥176,469

¥119,521

¥58,821

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥4,240

¥1,875

¥1,875

¥5,625

¥1,875

¥1,875

¥0

¥118,880

¥0

¥0

¥0

¥99,220

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥0

¥77,874

¥0

¥0

¥36,216

¥42,398

¥30,450

¥12,325

¥8,217

¥8,217

¥12,326

¥8,217

¥8,217

¥104,615

¥4,510

¥15,060

¥27,380

¥0

¥1,432

る
。今
年
度
５
月
、国
の
支
援

制
度
の
拡
充
に
と
も
な
い
事

業
化
へ
の
検
討
を
進
め
た
い
。

　　
　50
年
以
上
経
過
し
た
町

管
理
橋
梁
の
定
期
点
検
・
老

朽
化
対
策
や
、
雨
山
橋
の
よ

う
な
交
通
量
の
多
い
橋
、
危

険
度
の
高
い
煉
瓦
館
前
紺
屋

上
橋
の
検
討
は
？

　
　50
年
経
過
し
た
７
橋
梁

を
含
め
た
40
橋
梁
は
、
計
画

的
、
継
続
的
に
管
理
し
て
い

く
。「
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕

計
画
策
定
」
に
向
け
て
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
点
検
業
務
を

実
施
す
る
事
に
し
て
い
る
。

　「
雨
山
橋
」
ブ
ロ
ッ
ク
積

み
ク
ラ
ッ
ク
に
つ
い
て
強
度

的
問
題
は
な
い
が
、
調
査
補

修
を
考
え
た
い
。

　「
紺
屋
上
橋
」
50
年
以
上

経
過
し
て
い
る
が
目
視
検
査

に
異
常
は
な
い
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　今
年
の
夏
は
「
節
電
の
夏
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
人
一

人
が
で
き
る
節
電
に
協
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
熱

中
症
に
は
気
を
つ
け
て
、
こ
ま

め
な
水
分
補
給
に
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

　今
回
は
、
各
地
区
で
の
議
会

報
告
会
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
全
般
的
に
「
ふ
つ

う
」
と
い
っ
た
評
価
で
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
か
ら
の

お
声
を
生
か
し
な
が
ら
、
読
み

や
す
い
、
わ
か
り
や
す
い
、

「
非
常
に
良
い
」
と
感
じ
て
頂

け
る
「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集

に
、
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
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町議会ホームページの紹介
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

町議会のホームページでは、議員名簿・議会傍聴・請願と
陳情・ 定例議会の日程・質問など公開しています。 また、
会議録の閲覧もできますのでご覧ください。
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議会報告会の予定平成24年度

○服部　脩二

　坂上巳生男

　渡辺　豊子

　奥野　博通

　佐古　員規

○重光　俊則

　鈴木　　実

　矢野　正憲

　江川　慶子

○鱧谷　陽子

　田中　正旗

　白間　泰男

　藤本　　龍

1

　班

2

　班

3

　班

朝　代… 8 月19日（日）午後 2 時

美熊台… 8 月19日（日）午後 6 時

翠松苑… 8 月19日（日）午前10時

野　田… 8 月19日（日）午後 7 時

長　池… 8 月26日（日）午後 7 時

大　原… 8 月 4 日（土）午後 7 時

新野田… 8 月19日（日）午前10時

桜が丘… 8 月19日（日）午後 2 時

泉陽ケ丘

水荘園

大久保・
サニーハイツ

五門
つつじヶ丘
七山

大宮

山の手台

南山の手台

和田

成合

関空国際

池の台 
グリーンヒル

高田

久保

議員名
（○班長）

8月実施予定
6月議会報告

11月実施予定
9月議会報告

2月実施予定
12月議会報告

皆さまのご参加をお待ちしています
（議会だよりをお持ちください）

　住民の皆さまと議員との自由な情報及び意見交換ができるよう、議会基本条例に基づき
「議会報告会」を開催しています。
＊この議会報告会は、区（自治会）単位で年 1回開催しております。

議会だよりの表紙に使用する写真
を公募します。たくさんの応募を
お待ちしています。
　※写真は返却できません。
■ 詳しくは議会事務局までお問い
　合わせください
　TEL 072－452－9023


